
４月に入り

急に春めいてき

ました。

先日お店に

来ていただいた

年配の方が、「…そう言えば、最近、家の周りであそぶ

子どもの声を聞かなくなりましたね」と言われていま

した。 いくら少子化と言っても、周りに子どもの姿

が見えなほど子どもが減ったわけはありません。 子

ども達の生活の仕方、私たち大人の生活の仕方も社会

の変化で、知らず知らずのうちにかわってきている。

新しいものの便利さ故に、ついついその変化に便乗し

てしまっています。

私の子どもの頃の遊びと言えば、道具を使わないか

くれんぼ、道具を使った遊びでは、手軽に買えたのが

らんこん（ビー玉）です。地面に掘った 5 つの穴に、
相手のビー玉をはじき飛ばしながら、次々に穴に入れ

ていく。いろんなルールを決めていましたが、忘れま

した。また、三角のサークルの中にビー玉をおいて離

れたところから、置かれたビー玉めがけてあてる。は

じかれたビー玉がサークルの外に出たらよし。大きめ

の釘を使って、地面に立てて

自分の領地を増やしていく釘

立て。もう少しお金をかけた

ものが、独楽でした。 杉玉

でっぽうやどんぐりの独楽も

よく作った記憶があります。

虫や魚取りもかなりしました。学校が終わると、広場

で野球をしたり、学校で遊んでいました。 裏山の木

の上に、畳屋の友達から畳の切れ端をこっそりもらっ

てきて、３，４人は、くつろげる木のすみかを作ったり。

山の管理人と言われていた怖い

人が、大声で「こらっ！」と。

慌てて、２～３ｍの高さはあっ

たと思われる所から、私たちは

飛び降り、一目散で逃げだした

こともありました。 おもちゃ

らしいものを買ってもらったのが「野球ゲーム盤」。 巨

人、大鵬、卵焼きの時代です。その頃から、少しずつ遊

びも変わってきたように思います。

振り返ってみると、遊びの中には、いつも人とのつ

ながりが必ずありました。 その中で、遊びの技術を

磨いたり、ときには、上級生から、理不尽なことを言

われたり。 小さな社会の中で、遊んでいたことは確か

だと思います。しかし、TV が普及し始めて、生活は徐
々に変わりました。 そして、共働きが増え、生活が

忙しくなり、TV のリモコンが登場する頃には、核家族
化もすすみ、子育ても一人でする時代に入っていきま

す。 そこに IT 産業の到来。子ども達は、TV ゲーム
に夢中になり、友達と一緒にいながら、会話もなく、

画面上のものに夢中になる。 インターネットで何も

かも簡単に情報が得られ、身の回りには情報過多な時

代になっています。何が正しいのか、それを判断する

間もないままに、技術だけは進歩し続けています。い

ったいどこまで、生活が変わってしまうのか。

こうした変化の中で、確実に自分の日常的生活の中で

少なくなってしまったのが、「人との関わりと思考の深

さ」のような気がします。子どもは、人との交わりの

中で育っていきます。ひと社会の中で生活をしていく

のですから。ところが、IT 産業によってもたらされた
ものは、便利さと同時に負の効果を生み出しているこ

とを自省を込めて、忘れてはいけないと思います。子

どもの遊び方、思考の仕方自体が、コンピューターな

どからえられる仮想空間での遊びになり、その面白さ

に子どもだけではなく、大人までもが入り込んでしま

っています。遊びだけにとどまらず、子育てで困ると

すぐにネットを調べて、年寄り達の知恵は時代遅れと

耳を貸さず、ますます子ども達が情報化の中に追いや

られているような気がします。 情報も自分の都合の

いいことばかりを取り入れ、それが偏っているという

自覚さえ持ちにくくなっています。それは、時に立ち

止まったり、人から教えられたり、じっくりと考えた

りする機会が少ないからです。簡単で、効率がいいこ

とばかりを考え、人が失敗や間違えをくり返しながら

成長していく過程をあえて避けながら、子どもが育っ

てしまったら、子どもがきちんと育つとは、どうして

も思えません。もちろん悪いことばかりでは決してあ

りませんが…。

こんな時代だからこそ、子ど

も達の遊びがどれほど大切か

わかっていただけるのではな

いでしょうか。玩具は、与え

たらいいものではありません。

絵本も買ってあげればいいの

ではありません。一緒に、遊んで、読んで楽しい共通

体験を持って下さい。無機質な遊びが広がる今だから

こそ、「いい玩具」を使って「いい遊び」をしていくこ

とが、子どもの心にとって非常に大切だと思いません

か。それだけではなく、子育てに疲れたときも、単調

な生活にも、いい遊びは、発想の転換とそして心にゆ

とりをもたらしてくれる素晴らしいものです。

4月 16日 半田正子さんの絵画教室
新居浜総合福祉センター 10:00～ 11:30

5月 12日 小西行郎先生 講演会
愛媛科学博物館 第 1研究室

6月 11日 WAKU積み木ワークショップ
新居浜 銅ミュージアム多目的ホール
詳しくは、お店にお問い合わせ下さい。

＊お店のディスプレイが少し変わりました。新しい玩

具も入荷しております。是非、遊びにお立ち寄り下さい。
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